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行
く
際
は
、
東
京
北
郵
便
局
と
い
う

と
て
も
大
き
な
施
設
が
あ
り
、
子
供

に
限
ら
ず
対
応
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と

で
す
。
新
年
度
、
２
町
１
村
観
光
連

絡
協
議
会
の
事
務
局
は
小
川
町
に
な

る
の
で
、
主
体
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

里
山
・
平
地
林
の
再
生

Ｑ
事
業
の
詳
細
は
。

Ａ
彩
の
国
緑
の
基
金
を
活
用
し
、

放
置
さ
れ
た
侵
入
竹
や
不
用
木
の
伐

採
等
を
し
ま
す
。
景
観
の
向
上
と
森

林
機
能
回
復
を
目
的
と
し
、
整
備
後

の
適
正
管
理
や
転
用
制
限
等
、
所
有

者
と
の
協
定
を
結
び
ま
す
。
平
成
31

年
度
ま
で
行
う
事
業
で
、
新
年
度
は

16
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

３
紙
の
連
携
が
カ
ギ　
　
　
　

　
　

和
紙
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

Ｑ
３
紙
︵
細
川
紙
・
本
美
濃
紙
・

石
州
半
紙
︶
に
よ
る
第
２
回
和
紙
サ

ミ
ッ
ト
。
今
回
は
当
町
・
東
秩
父
村

が
開
催
地
と
な
る
が
、
受
け
入
れ
等

の
準
備
は
。

Ａ
本
年
７
月
１
・
２
日
に
開
催
し

ま
す
。
３
紙
の
連
携
事
業
と
し
て
、

ユ
ネ
ス
コ
和
紙
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
販

路
の
開
拓
と
拡
大
・
新
商
品
の
開
発

等
を
話
し
合
う
予
定
で
す
。
ま
た
、

住
民
を
対
象
に
和
紙
を
使
っ
た
ア
ー

ト
展
や
講
演
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

小
川
和
紙
の
生な

り
わ
い業

支
援

Ｑ
今
後
の
展
開
・
課
題
等
は
。

Ａ
現
在
６
人
が
後
継
者
育
成
事
業

と
し
て
、
３
年
間
を
か
け
て
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
て
い
ま
す
。
修
了

後
、
関
連
先
で
携
わ
れ
る
よ
う
工
夫

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

楮こ
う
ぞの

生
産
や
﹁
楮
引
き
﹂
の
効
率
化

等
に
取
り
組
み
ま
す
。

元
気
な
農
業
応
援
補
助

Ｑ
ど
の
よ
う
な
補
助
で
農
業
を
元

気
に
す
る
の
か
。

Ａ
研
修
生
を
受
け
入
れ
た
農
家
に

対
し
１
人
に
つ
き
年
額
３
万
円
、
環

境
保
全
型
農
業
で
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
３
に
取
り
組
む
営
農
団

体
に
対
し
１
反
当
た
り
５
０
０
０
円
、

生
ご
み
資
源
化
実
証
施
設
を
利
用
し

た
液
肥
の
精
製
プ
ラ
ン
ト
に
対
す
る

補
助
等
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

野
菜
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

Ｑ
対
象
と
な
る
野
菜
は
。
ま
た
、

ど
ん
な
展
開
が
。

Ａ
町
内
産
の
野
菜
す
べ
て
を
対
象

と
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
商
標
登
録
に
向
け
た
取
り
組

み
と
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
作
成

し
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
ま
す
。

昨年度、「石州半紙」のふるさと島根県浜田市で開催された第１回和紙サミッ
トの様子。第２回となる今年度は、来る７月１日・２日に「細川紙」のふ
るさと小川町・東秩父村での開催となります。「本美濃紙」のふるさと岐阜
県美濃市の関係者を含めた多くの来訪者を「お・も・て・な・し」の心で
迎えたいものです。解説 Ｉターン５

都市部出身者が地方に移
り定住すること。

解説 町民会館へ移る６
平成30年度内を目途としています。

解説 改修費や家賃補助４
改修費⋯補助率２分の１で上限は50万円。
　　　　町内施工業者によるものとします。
家賃補助⋯補助率２分の１で上限は月額２万5000円。

空
き
店
舗
活
用
補
助
金

Ｑ
補
助
の
対
象
等
、
詳
細
は
。

Ａ
区
域
を
駅
周
辺
の
空
き
店
舗
に

限
り
、
小
売
・
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業

を
対
象
と
す
る
予
定
で
す
。
２
年
以

上
の
営
業
を
条
件
と
し
、
改
修
費
や

家
賃
補
助
４
を
行
い
ま
す
。

移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

Ｑ
町
内
居
住
者
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
実
績
等
は
。

Ａ
昨
年
６
月
の
開
設
以
来
、
５
０

０
件
以
上
の
問
い
合
わ
せ
を
受
け
、

Ｉ
︵
ア
イ
︶
タ
ー
ン
５
等
６
件
が
成

立
し
ま
し
た
。
今
後
は
窓
口
で
の
対

応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

等
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
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町
民
カ
イ
館
耐
震
改
修

Ｑ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
棟
に
限
っ
た
耐

震
を
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
。

Ａ
町
の
考
え
方
と
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
棟
は
耐
震
改
修
を
行
な
い
な

が
ら
運
用
し
て
い
く
こ
と
が
決
定
し

て
い
ま
す
が
、
大
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
方
向
性
が
出
て
い
ま
せ
ん
。

現
時
点
で
は
必
要
最
低
限
の
対
応
と

し
て
、
空
調
設
備
の
修
繕
を
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ
中
央
公
民
館
の
機
能
が
順
次
、

町
民
会
館
へ
移
る
６
こ
と
に
な
る
よ

う
だ
が
、
住
民
に
対
す
る
丁
寧
な
説

明
や
進
め
方
は
。

Ａ
移
行
時
期
は
、
特
に
年
度
は
じ

め
の
４
月
１
日
に
こ
だ
わ
る
つ
も
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
８
月
や

10
月
等
、
利
用
者
の
混
乱
が
な
い
タ

イ
ミ
ン
グ
で
中
央
公
民
館
を
閉
館
し
、

移
行
す
る
と
い
っ
た
選
択
肢
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
機
能
の
移
転
や
住
み

分
け
等
の
詳
細
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
ら
に
取
り
組
む
た
め
、

両
施
設
を
同
一
の
課
︵
生
涯
学
習
課
︶

で
担
当
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
の
考
え

に
至
り
ま
し
た
。

防
災
・
減
災
の
取
り
組
み

Ｑ
災
害
用
資
機
材
の
購
入
や
自
主

防
災
組
織
︵
行
政
区
︶に
対
す
る
資
機

材
の
整
備
補
助
な
ど
、
災
害
対
策
事

業
に
期
待
す
る
が
。

Ａ
災
害
に
備
え
、
資
機
材
︵
発
電

機
・
炊
き
出
し
用
具
︶
の
購
入
を
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
区
へ
の

補
助
に
関
し
て
は
案
内
に
努
め
、
平

成
28
年
度
の
１
件
の
利
用
に
と
ど
ま

る
こ
と
な
く
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
消
防
団
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
購

入
は
要
望
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

こ
れ
に
よ
り
何
が
変
わ
る
の
か
。

Ａ
現
在
23
台
が
配
備
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
要
望
が
あ
り
25
台
を
追
加
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
場
で
の
各

団
の
連
絡
が
図
ら
れ
、
よ
り
よ
い
活

動
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

解説 ブロックローテ−ション３
水田の転作作物の生産性を向上させるため、
地区全体を数ブロックに区分し、順次、移動
させる集団転作の方法です。

こ
こ
ま
で
が
当
初
予
算
。

次
は
補
正
予
算
の
質
疑

で
す
。

築50年で老朽化が著しい中央公民館。新年度を最後に閉館し、順次機能
の大部分が町民会館に移ります。また、当の町民会館ではそれらを見越し、
コミュニティ棟に限った耐震設計の予算が計上されました。市街地に立地
する２大施設の統廃合は、町が進める「公共施設等総合管理計画」に基づ
くものです。




